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家庭における乳幼児のタバコ曝露の実態を，尿中ニコチン代謝物の測定によって明らかにす
ることを目的とした。
2004年９～11月，札幌市南保健センターでの乳幼児健診児を対象に，36家族（38児）の母と

児の尿中ニコチン代謝物（コチニン）を測定した。
喫煙する27家族中６家族の児がコチニン陽性であった。陽性児の母はすべて喫煙者で，コチ

ニン陽性であった。母がコチニン陽性の児は20人で，このうち母乳栄養の９児中５児がコチニ
ン陽性であった。一方，非母乳栄養の11児では１児のみがコチニン陽性であった。さらに，生
尿と濾紙抽出液中の尿中コチニン濃度は良好な相関を示した。
①尿中ニコチン代謝物測定によって，乳幼児のタバコ曝露が明らかとなった。②ニコチンあ

るいはコチニンが母乳を介して児に移行することが示唆された。③濾紙尿を用いて乳幼児の尿
中コチニンを測定することが可能となった。
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Ⅰ

2003年に著者らが札幌市の４カ月児健診児
1,048名の両親を対象として行った喫煙調査1)

では，母親の喫煙率は全体で21.0％であり，24
歳以下で35.8％と高い喫煙率であった。一方，
父親の喫煙率は全体で58.9％であり，25～29歳

の父親の喫煙率は63.9％と高率であった。ま
た，４カ月児の両親のどちらかが喫煙する家庭
は全体の61％にのぼることが明らかとなり，乳
幼児のタバコ曝露が懸念される結果であった。
これを受け，家庭における乳幼児のタバコ曝露
の実態を明らかにすることを目的として，尿中
ニコチン代謝産物であるコチニン測定による検
討を行った。
ちなみに，ニコチンは血中半減期が約80分と
短く2)，本人の喫煙量や受動喫煙量を判定する
ことが困難であるのに対し，コチニンはニコチ
ンの代謝産物で薬理作用がないとされているも
ので，血中半減期が成人で約20時間，小児で約
27時間と長い3)ことから，喫煙量や受動喫煙量
の判定に有用である 。



Ⅱ

2004年９月から11月に札幌市南保健センター
で乳幼児健診を受けた児のうち，保護者の同意
を得た36家族，38児（生後４カ月から３歳ま
で）を対象とした。
自宅で母と児の採尿を行うとともに，喫煙状

況をアンケート用紙に記入のうえ，これらを札
幌市衛生研究所に郵送するよう依頼した。尿中
コチニンは， 社製の
キット4)により測定した（測定感度は30 / ）。
また，送付された生尿を濾紙に浸し，濾紙から
抽出した尿中コチニンを生尿の測定値と比較し
た。

Ⅲ

児の年齢分布とコチニン陽性児を に示す。

38人の乳幼児のうち６人でコチニンが検出され
た。父あるいは母が喫煙する家庭は27家族で，
コチニン陽性児は６人とも喫煙家庭の児であっ
た。これより，喫煙家庭の22％の乳幼児から尿
中コチニンが検出されたことになる。年齢分布
で比較すると，生後４～10カ月では28人中４人，
生後11～18カ月では４人中１人，生後19カ月以
上では６人中１人がコチニン陽性であった。
両親の喫煙状況とコチニン陽性児を に示

す。両親ともに喫煙しない９人の児はいずれも
コチニン陰性，父親だけが喫煙する８人でも同
様に陰性，母親だけが喫煙する４人の児では１
人がコチニン陽性，両親ともに喫煙する15人の
児では５人がコチニン陽性であった。

で母親の喫煙本数と母親の尿中コチニン
濃度の関係をみると，正の相関がみられた。一
方， で母親の尿中コチニン濃度と児の尿中
コチニン濃度を比較してみたが，相関はみられ
なかった。



次に，尿中コチニンの検出された母親20人に
ついて，母乳栄養の有無と児のコチニン陽性率
の結果を に示す。「非母乳栄養群」11人の
うち，３歳の１人（９％）のみがコチニン濃度
54 / と陽性であった。この母親は１日20本
喫煙し，コチニン濃度は6,874 / であった。
一方，「母乳栄養群」９人のうち，５人の児
（56％）がコチニン陽性であった。陽性児の年
齢は，生後４カ月の乳児が２名，７カ月児，10
カ月児，1歳５カ月児がそれぞれ１名で，陽性
児の平均コチニン濃度は325 / であった。
また，これら５人の母の平均コチニン濃度は
3,546 / で，コチニン陰性児の母４人の平
均438 / に比べ明らかに高値であった。
なお，人工栄養，あるいは離乳が完了して母

乳を与えていない生後４カ月～３歳の「非母乳
栄養群」の児の母親11人の平均尿中コチニン濃
度は2,474 / であった。一方，生後４カ
月～１歳５カ月の混合栄養を含む「母乳栄養
群」の児の母親９人の平均コチニン濃度は
2,164 / で，「非母乳栄養群」と同等であっ
た。
最後に，同一尿を濾紙に添加した後，３㎜

ディスク３枚をパンチし，抽出したコチニン濃
度と生尿での測定値を比較した結果を に示

す。両者の尿中コチニン濃度は良好な相関を示
した。なお，回収率は，ディスク１枚の尿量を
10μとして平均約40％であった。

Ⅳ

乳幼児健診受診児を対象として，ニコチン代
謝物である尿中コチニンを測定したところ，対
象とした38児中６児から尿中コチニンが検出さ
れた。６人とも喫煙家庭の児であり，家庭内で
の乳幼児のタバコ曝露がニコチン代謝物の測定
から明らかとなった。いずれも母親は喫煙者で
あり，母親からも尿中コチニンが検出されたこ
とから，コチニン陽性児は，母親の喫煙と強く
関連することが示された。
母親の喫煙本数と母親の尿中コチニン濃度に
は正の相関があり，コチニン濃度が母親の喫煙
本数すなわち喫煙量を反映していることを示し
ている。一方，母親の尿中コチニン濃度と児の
尿中コチニン濃度には相関がみられず，児の尿
中コチニン検出には，母親からの受動喫煙以外
の要因があると考えられた。
そこで，尿中コチニンの検出された母親20人
で，母乳栄養と児のコチニン陽性率の関係を検
討したところ，非母乳栄養群に比べ母乳栄養群



で明らかに児のコチニン陽性率が高値であった。
母乳中のニコチン濃度は，血中濃度の約３倍高
値であると報告されている5)ことから，今回検
討した母乳栄養群では，母親あるいは父親から
の受動喫煙のほかに，ニコチンあるいは代謝さ
れたコチニンが母乳を介して児へ移行している
ことが示唆された。母との接触が濃厚な時期の
生後４カ月で人工栄養の４児の尿中コチニンが
いずれも陰性であったことは，これを支持する
結果である。
母乳保育が乳幼児突然死症候群（ ）を

予防することが知られているが，母親が喫煙す
る場合は母乳保育の予防効果がなくなるとの報
告6)がある。近年，乳幼児の受動喫煙の影響は
明らかになってきた7)-10)が，母乳を介したニコ
チン摂取が乳幼児にどのような影響を与えるか
については今後の更なる検討が待たれる。
また，生尿と濾紙抽出液中の尿中コチニン濃

度が良好な相関を示したことから，濾紙尿を用
いて乳幼児の尿中コチニンを測定することが可
能となった。検体の採取・搬送が簡便に行える
濾紙を用いた測定法は，乳幼児のタバコ曝露の
調査に有用であると考えられる。
なお，今回の尿中コチニンは により測

定4)したが，測定感度が30 / であり，高速
液体クロマトグラフィー（ ）やガスクロ
マトグラフィー等での測定5)9)に比べ感度が低
い。このため，今回の報告でコチニン陰性と判
定した児の中に，30 / 未満の陽性者が存在
する可能性がある。今後， の感度の向上
や による測定を検討している。
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